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官
民
が
協
議
会

香
美
市

題
鷺
躍

運
行
車
両
に
つ
い
て
阿
職
員
＝
手
前
＝
か
ら
説
明

を
受
け
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
ら

（佐
川
町
甲
）

【
佐
川
】
公
共
交
通
空

白
区
で
の
住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、
高

岡
郡
佐
川
町
は
３
日
か
ら

半
年
間
、
町
中
心
部
を
循

環
す
る
１
路
線
と
、
中
心

部
と
郊
外
を
結
ぶ
１０
路
線

か
ら
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ー
バ
ス

「さ
か
わ
ぐ
る
ぐ

る
バ
ス
」
の
実
証
運
行
を

実
施
す
る
。

１０
月
の
本
格

導
入
に
向
け
、
担
当
職
員

ら
は

「多
く
の
町
民
に
乗

っ
て
も
ら
い
、
い
つ
ま
で

も
利
用
で
き
る
乗
り
物
と

し

て
育
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

佐
川
町
内
の
公
共
交
通

は
、
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
と
、
黒

岩
観
光

（黒
原
）
の
三
つ

の
路
線
バ
ス
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
町
中
心
部
と
郊
外

を
結
ぶ
の
は
町
北
部
と
町

西
部
を
走
る
２
路
線

の

み
。
ル
ー
ト
か
ら
離
れ
た

住
民
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
し
か
な
か

っ
た
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
導
入
は
２
０
１
６
年
度

か
ら
７
カ
年
の
町
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
に
基

づ
く
も
の
で
、
佐
川
、
西

佐
川
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
と
役
場

や
病
院
、
量
販
店
な
ど
を

結
ぶ
環
状
型
路
線
▽
両
駅

か
ら
郊
外
の
各
地
区
を
結

ぶ
１０
路
線
―
を
設
け
る
。

計
画
策
定
に
当
た

っ
て
町

は
、
地
区
ご
と
の
人
口
や

既
三

父
通
の
利
駆

重

秋
を

綿
密
に
分
析
し
、
住
民

ヘ

の
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞

き
取
り
も
行

っ
て
き
た
。

自
治
体
が
公
共
交
通
の

空
白
区
で
バ
ス
を
走
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
自
治
体

有
償
運
行
の
形
を
取
り
、

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
３

社
に
委
託
。
乗
客
定
員
８

人
の
ワ
ゴ
ン
車
を
使
う
。

当
初
は
車
両
が
１
台
の

た
め
、
循
環
路
線
は
平
日

に
運
行
し
、
そ
れ
以
外
の

１０
路
線
は
奇
数
月
と
偶
数

月
に
分
け
て
週
１
回
ず
つ

走
ら
せ
る
。
運
賃
は
循
環

路
線
が
中
学
生
以
上
１
回

ЮＯ
円
、
そ
の
他
は
２００
円
。

小
学
生
は
い
ず
れ
も
半

額
。半

年
の
利
用
実
態
を
１０

月
以
降
の
本
格
運
行
に
生

か
す
。
堀
見
和
道
町
長
は

「多
く
の
町
民
が
町
中
心
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佐

'II町

地域バス実証運行

あすから循環型などH路線 ち上が った。県や香美市、周辺の
商店主 らが参加 し、観光客増 に向
けた基本計画を練 り上げてい く。

(楠瀬健太 )

る

【香長】香美市土佐 山田町逆川
の鍾乳洞 ′「龍河洞」周辺の活性化
に向け、官民が連携する 「龍河洞
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観光客増の計画策定ヘ
龍
河
洞
は
１
９
７
３
年
に
年

間
の
入
洞
者
が

１０５
万
人
に
達
し

た
が
、
そ
の
後
は
減
少
。
直
近

の
１０
年
間
は
１３
万
～
１０
万
人
で

横
ば

い
の
状
態
が
続

い
て
い

協
議
会
の
立
ち
上
げ
は
、
県

の
呼
び
掛
け
が
き

っ
か
け
。
昨

年
７
月
に
香
美
市
で
行
わ
れ
た

「対
話
と
実
行
行
脚
」
で
尾
崎

正
直
知
事
が
龍
河
洞
を
視
察
し

た
の
を
契
機
に
、
県
は
観
光
振

興
部
、
産
業
振
興
推
進
部
、
商

工
労
働
部
な
ど
が
参
加
す
る
部

局
横
断
型
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
龍
河
洞
活
性

化
の
基
本
計
画
案
を
練

っ
て
き

た
。協

峯藍
本
に
は
公
益
財
団
法
人

「龍
河
洞
保
存
〈
置

の
役
員
に

加
え
、
周
辺
の
生
産
物
や
飲
食

店
の
関
係
者
、
観
光
ま
ち
づ
く

り
会
社
「も
の
べ
み
ら
い
」
の
社

員
ら
約
３０
人
が
参
加
し
、
県
と

香
美
市
が
事
務
局
を
務
め
る
。

設
立
総
会
は
龍
河
洞
近
く
の

公
民
館
で
開
か
れ
、
約
４０
人
が

出
席
。
協
議
会
会
長
に
保
存
会

の
岡
崎
淳

一
会
長
を
、
副
会
長

に
龍
河
洞
で
カ
フ
ェ
を
営
む
白

鳥
恵
利
子
さ
ん

（３８
）
を
選
ん

だ
。
事
務
局
が
入
洞
者
数
の
推

移
や
、
県
内
の
周
遊
観
光
測
点

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。当

面
は
県
の
案
を
た
た
き
台

に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
旦
（体

策
を
県
や
市
の
２
０
１
８
年
度

当
初
予
算
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
す
。
岡
崎
会
長
は

「龍

河
洞
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う

雰
囲
気
に
な

っ
て
き
た
。
人
が

ど

っ
さ
り
来
よ

っ
た
時
の
活
気

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

嶺
北
消
防
署
の

大
豊
分
署
移
転

４
日
か
ら
業
務

【
嶺
北
】
嶺
北
消
防
署

大
豊
分
署
が
長
岡
郡
大
豊

町
黒
石
の
町
総
合
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
移
転

し
＝
写
真
、
４
日
か
ら
業

務
を
開
始
す
る
。
人
員
や

電
話
番
号

（０
８
８
７

・

７
３

・
０
６
０
０
）
に
変

更
は
な
い
。

吉
野
川
対
岸
の
寺
内
地

い
」
と
話
し
て
い
る
。

（吉
川
博
之
）

区
に
あ

っ
た
旧
分
署
は
１

９
７
４
年
の
建
設
で
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
た
。
加

え
て
２
０
１
４
年
８
月
の

豪
雨
の
際
に

一
帯
で
地
滑

り
の
危
険
性
が
高
ま

っ
た

こ
と
も
あ
り
、
移
転

し

た
。新

分
署
の
事
務
所
は
、

先
に
移
転
し
た
嶺
北
森
林

管
理
署
南
小
川
治
山
事
業

所
を
活
用
し
、
約
６０
平
方

餌
の
車
庫
を
新
築
し
た
。

事
務
所
の
改
修
を
含
め
、

総
工
費
は
約

１
７
６
５
万

円
。ふ

れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
は

‐４
年
豪
雨
で

避
難
所
と
し

て

も

使

わ

れ
、
西
村
景

男
消
防
長
は

「災
害
時
に

は
連
携
も
取

り
や
す
く
な

る
。
ま
す
ま

講
習
会
を
開
く
予
定
。
事

務
局
の
情
報
機
器
販
売
会

社

「
エ
レ
パ
ス
高
知
市
）

の
上
田
哲
也
社
長
は

「
メ

ン
バ
ー
で
協
力
し
合
い
、

基
礎
技
術
を
教
え
て
安
全

に
飛
行
で
き
る
環
境
を
整

段
々
畑
を
覆
い
尽
く
す

ぶ
２
千
個
の
風
車
。
風
バ

色
付
け
さ
れ
た
羽
根
が
田

と
な

つ
て

一
面
に
広
が
ス

ラ
と
鳴
る
音
も
耳
に
心
抽

香
美
市
土
佐
山
田
町
油

る
風
景
を
見
て
、
大
学
磋

学
ん
だ
ア
ー
ル

・
ブ
リ

ュ

と
い
⊇
言
葉
を
思
い
出
Ｌ

堪

輩

簡

人
た
ち
に
よ
る
創
作
活
動

味
し
、
ま
さ
に
こ
れ
だ
＞

し
た
。

風
車
は
、
近
く
に
住
お

さ
ん
（し

、
千
賀
さ
ん
（

作
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
岩

前
に
作
り
始
め
た
。

生
裁
で
農
業
を
続
け
ア

さ
ん
は
、
最
初
は
モ
グ
弓

す
住
民
に
頼
り

に
さ
れ
る

消
防
を
目
指
す
」
と
話
し

て
い
る
。

（森
本
敦
士
）

備
し
、
観
光
や
産
業
面
で

の
活
用
馨

考
え
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

講
習
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
回
協
議
会

（０
８
８

ｏ
８
８
４

・
０
６
８
６
）

へ
。
　

（五
十
嵐
隆
浩
）

県
内
産
学

ド
ロ
ー
ン
活
用

安
全
普
及
へ
新
組
織

カ
メ
ラ
付
き
小
型
無
人

機

「ド
ロ
ー
ン
」
の
安
全

利
用
や
産
業
面
の
活
用
策

を
研
究
し
よ
う
と
、
県
内

の
大
学
や
民
間
企
業
の
関

係
者
が
１
日
、
「県
ド
ロ
ー

ン
安
全
推
進
協
議
会
」
を

設
立
し
た
。
産
学
が
連
携

し
、
安
全
操
作
の
講
習
や

農
業
や
防
災
面
な
ど
で
の

活
用
研
究
も
視
野
に
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い

考
え
だ
。

ド
ロ
ー
ン
は
災
害
時
の

画
像
分
析
や
測
量
、
農
薬

散
布
な
ど
で
利
用
が
広
が

っ
て
い
る
。　
一
方
、
２
０

１
５
年
１２
月
の
改
正
航
空

法
の
施
行
で
人
口
集
中
地

区
で
の
飛
行
が
原
則
禁
止

さ
れ
た
が
、
墜
落
事
故
や

無
許
可
飛
行
の
摘
発
も
相

次
い
で
い
る
。

県
外
で
安
全
普
及
の
た

め
の
組
織
が
立
ち
上
が
る

中
、
県
内
で
も
業
務
や
研

究
で
利
用
し
て
い
る
情
報

機
器
販
売
会
社
や
文
具

店
、
写
真
店
の
社
員
と
大

学
関
係
者
１０
人
が
連
携
。

会
長
に
は
、
高
知
工
科
大

学
の
高
本
方
隆
教
授
が
就

い
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
業
務
で

培

っ
て
き
た
技
術
を
生
か

し
た
安
全
講
習
を
実
施
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
情
報

発
信
に
加
え
、
中
山
間
地

域

の
農
業
や
防
災

の
ほ

か
、
情
報
解
析
な
ど
で
の

活
用
策
で
も
互
い
に
情
報

交
換
し
、
活
用
方
法
を
模

索
し
て
い
く
。

‐５
日
午
後
１
時
か
ら
高

知
工
科
大

（香
美
市
）
で

設
立
さ
れ
た

「県
ド
ロ
ー
ン
安
全
推
進
協
議

会
」
の
メ
ン
パ
ー

（香
美
市
土
佐
山
田
町
）

四万十川の自然を楽 しむ参加者
(四万十市不破 )

龍河洞 まちづ くり協議会の設立総会
(香美市土佐 山田町逆川 )

四
万
十
川
の
景
色
堪
能

四
万
十
市

剛
人
が
河
畔
散
策

同
＝
は

認
『段
は
通
り
過

ぎ
る
だ
け
の
四

万
十
川
一

も
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
ら

鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る

し
、
景
色
や
本
当
に
き
れ

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

た
。２

日
は
上
流
域
を
巡
る
一

‐７
～
３０
詳
の
４

コ
ー
ス
に

約

１５０
人
が
参
加

す
る
予

定
。
清
流
録
全
に

つ
い
て
・

関
心
を
高
め
て
も
ら
お
重

と
、
市
観
基
聯
会
な
ど
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、

２８
回
目
。

（階

否

【
幡
多
】
四
万
十
川
沿

い
を
散
策
す
る

「四
万
十

川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ

オ
ー
ク
」
が
１
日
、
四
万

十
市
で
始
ま
り
、
参
加
者

が
清
流
の
雄
大
な
景
色
を

満
喫
し
た
。
２
日
ま
で
。

下
流
域
を
巡
る
１０
～
２９

ざ
の
３
コ
ー
ス
に
県
内
外

か
ら
１６３
人
が
参
加
。
同
市

安
並
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
を
午
前
９
時
に
出

発
し
、
支
流
の
後
川
や
四

万
十
川
本
流
沿
い
を
友
人

や
家
族
ら
と
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
歩
い
た
。

や
や
肌
寒
い
天
候
だ

っ

た
が
、
参
加
者
は

「も
う

田
ん
ば
に
水
が
入

っ
ち
ょ

う
ね
名

風
が
気
持
ち
い

い
」
な
ど
と
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
散
策
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
田
所

洋
子
さ
ん
（８３
）
＝
同
市
具

ドローン


